仮想症例2
34歳　女性

家族歴　特になし

既往歴　特になし

既往妊娠歴

1. 妊娠6週
流産　


現病歴

妊娠16週，子宮頚管開大傾向ありマクドナルド頚管縫縮術を施行．

妊娠26週頃より，浮腫を自覚．妊婦健診時に蛋白尿を指摘される．

妊娠28週，浮腫が強くなり，尿蛋白も増量したため，前医に入院となる．

入院後，徐々に血圧が上昇し，160-170/110-120となったため，降圧剤を投与される．

入院2日目，血圧は安定せず，当院へ母体搬送の依頼の電話が入った．

まず，司会になる方を決めてDiscussionを始めてもらいます．

中塚は，症例について聞かれたことに答えます．

Discussion

1. 電話で，確認しておくべきこと．

2. 入院時の診察で必要なこと．

3. 入院時の検査．

4. 検査データから見た今後の経過の予測．
5. 患者，家族への説明．

6. その後に観察，検査が必要な項目．

7. 分娩方法．

などについて，データを見ながら判断して，発言してもらいますので，妊娠高血圧症候，常位胎盤早期剥離のことについてよく学習しておいてください．
